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４ おわりに 

 

女性獣医師の増加にともなって日本獣医師会の女性会員数が増加しているわ

けではなく、女性獣医師の加入率は依然として低い。このことにも、固定的性

別役割分担意識(男性の院長が加入していればよろしい、といった慣習など)が影

響しているのかもしれない。この固定的性別役割分担意識は、男性だけではな

く、女性の間にも世代によって異なった温度差で存在しているようであり、平

成 27 年末に決定された「第 4 次男女共同参画基本計画」でも「男性中心型労働

慣行の変革と女性の活躍」として意識改革の必要性を最初に掲げていることを

紹介しておきたい。 
大学卒業時の就職先は必ず把握されているが、いったん離職した卒業生のそ

の後の動向を把握している大学は少なく、日本獣医師会における対応が期待さ

れている。そのためには、学生会員の会費負担をさらに軽減すること等により、

女子学生に限らず学生全体の加入率を上げる工夫が必要であると考える。 
女性の出産・育児だけでなく、転勤、介護等の事情によって、休会、退会を

希望する獣医師が、獣医師会から離れてしまうことのないように、再入会や地

方獣医師会間の異動等の手続きを簡素化しておくことも大切だと考える。 
先進的な取り組みを実践している地方獣医師会もあるため、今後積極的に紹

介していくこととともに、日本獣医師会での検討を求められている事項につい

ては担当の委員会において対応してもらうよう、委員会としても求めていきた

い。 
現状に悩みを抱えた獣医師や新たな仕事を求める獣医師が気軽に訪れること

のできる相談窓口や最も必要とされている代替獣医師の確保円滑化のための人

材バンクの検討をはじめ、残されている課題も少なくない。今後、日本獣医師



- 11 - 
 

会においてこれらを着実に進めていくことと併せ、「女性獣医師が働きやすい環

境はすべての獣医師が働きやすい環境である」ことを、あらためて関係者全員

で認識し、獣医師全体のワーク・ライフ・バランス改善、「働き方改革」のため

に、これまでのやりかたにとらわれない仕事、働き方の見直しをそれぞれの職

場で進めていただくことも提案したい。 
 

 




